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学位論文等題目 〈論文〉 不在 
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論文等審査委員   
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（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 植田 一穂 
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囲の小作品の日常的なリズムとの対比が、作者の意図的な仕掛けとなっている。   
論文には、反省材料として「不在」を表現するはずの提出作品に意図せず現れた物質的な存在感について
触れているが、それらは作品全体の巨大さと先述のグルーヴ感により表出したものと考える。ただ、出発点
に戻って、出生地である奈良の平城京跡のような「ないもの」の圧倒的な存在感との相似を考えると、今後
のさらなる表現の発端であるようで興味深い。 
制作に於ける日本画技法や、材料研究は非常に高い水準のものであると認められる。 
審査会においては、審査員全員が一連の作品を学位にふさわしいものとして評価、判断し合格とした。
